










第２章　遺　構

おり、14B 区東側は亞円礫〜亞角礫の小礫を微量含む
明黄褐色の粘土質シルトと粘土質の第四系更新統の地
層となる。遺跡の東側にある 14C 区西側では明黄褐色
〜浅黄色粘土質シルトの第四系更新統の地層があり、
14C 区東側ではその上ににぶい黄色粘土混じり極細粒
砂、灰黄色極細粒砂混じり粘土質シルト、灰白色粘土
質シルト、灰黄褐色粘土質シルトの各地層が順にみら
れ、灰黄褐色粘土質シルト層には古式土師器や灰釉陶
器、南部系陶器が出土した。そして 14C 区東側では中
世以後の自然堆積である 091NR がこの上に確認でき
た。14D 区東側では古墳時代前期以前に堆積したと考
えられる流水性堆積物であるオリーブ灰色極細粒砂層、
にぶい黄色粘土質シルト、灰黄色粘土質シルトの地層
が下から確認でき、灰黄色粘土質シルト層の上に中世
以後の自然堆積である 047NR が確認できた。

第２節　14A 区の遺構

　14A 区では、古墳時代前期の土坑 1 基と平安時代末
〜鎌倉時代の柱穴列 3 条、溝 5 条と土坑 13 基以上、
室町時代〜戦国時代の溝 2 条と土坑 1 基、江戸時代後
期以後の溝 2 条、土坑 2 基、自然流路 2 条などがみら
れる。（図 19 〜図 27、写真図版 2・写真図版 3）
古墳時代前期の遺構
14A 区 050SK：14A 区北側の 051SD と 070SD の下
に確認できた土坑で、径 1.50m、深さ 0.50m の大き
さで確認できた。埋土は灰黄色極細粒砂と黄橙色シル
トの斑土で、出土遺物は弥生時代中期後半の櫛条痕調
整深鉢（E077）と古墳時代前期前半の瓢形壺（E078）
がみられ、瓢形壺は土坑の底面より出土したことから、
古墳時代前期前半の遺構の可能性がある。
平安時代末～鎌倉時代の遺構
14A 区 SA11：14A 区 南 側 で 14B 区 に か か る 位 置
に あ る 柱 穴 列 で、 西 よ り 021SK、025SK、033SK、
545SK の東西 6.0m の 3 間分が検出できた。柱間は西
より 1.9m、1.9m、2.2m で、柱穴列の軸線は N-68°
-W である。柱穴は長径 0.28m 〜 0.45m の平面円形か
ら楕円形のもので、深さ0.28m〜0.61mのものがある。
埋土は黄灰色・灰色・灰オリーブ色・黄橙色・明黄褐
色のシルト〜極細粒砂を主体とするもので、021SK、
025SK、033SK では柱痕跡や柱抜き取り痕跡が確認で
きた。出土遺物では、021SK から常滑 5 型式の南部系
陶器の碗（E050）が、033SK からは常滑 6a 型式の南
部系陶器の碗（E052）や常滑 4 型式の小皿（E053）、
常滑 5 型式の片口鉢Ⅰ類（E054）が出土した。北側に
組み合う柱穴が確認できなかったので柱穴列としてい
るが、掘立柱建物として調査区の南外に組み合う柱穴

が存在する可能性がある。出土遺物から 13 世紀後半
の遺構と考えられる。
14A 区 SA12：14A 区 南 側 で 14B 区 に か か る 位 置
にある柱穴列で、SA11 の南に隣接してある。西より
024SK、031SK、098SK、546SK の東西 6.5m の 3 間
分が検出できた。柱間は西より 2.2m、2.3m、2.0m で、
柱穴列の軸線は N-65°-W である。柱穴は長径 0.21m
〜 0.31m の平面円形のもので、深さ 0.11m 〜 0.63m
のものがある。埋土は暗灰黄色・灰白色・灰色・灰オ
リーブ色・橙色の粘土質シルト〜極細粒砂を主体とす
るもので、031SK と 098SK では柱痕跡や柱抜き取り
痕跡が確認でき、031SK と 098SK では柱材と思われ
る木材が出土した。また 031SK の柱材（W002）は
ヒノキで、AMS 放射性炭素年代測定の結果では 1029
〜 1154calAD の年代が得られた。098SK では南部系
陶器の常滑 6a 型式の碗（E126）と常滑 4 型式の小皿

（E127）が出土した。北側に組み合う柱穴が確認でき
なかったので柱穴列としているが、掘立柱建物として
調査区の南外に組み合う柱穴が存在する可能性がある。
出土遺物から 13 世紀後半の遺構と考えられる。
14A 区 SA13：14A 区 南 側 で 14B 区 に か か る 位 置
にある柱穴列で、SA12 の南に隣接してある。西より
019SK、022SK、027SK の東西 4.1m の 2 間分が検出
できた。柱間は西より 1.9m、2.2m で、柱穴列の軸線
は N-61°-W である。柱穴は長径 0.20m 〜 0.46m の平
面円形から楕円形のもので、深さ 0.12m 〜 0.44m の
ものがある。埋土は黄灰色・灰色・暗灰黄色の粘土質
シルト〜極細粒砂を主体とする。019SK では柱材と思
われる木材（W001）が出土した。また 022SK からふ
いごの羽口（E051）が出土しており、周辺にて鍛冶が
行われたものと思われる。北側に組み合う柱穴が確認
できなかったので柱穴列としているが、掘立柱建物と
して調査区の南外に組み合う柱穴が存在する可能性が
ある。出土遺物から 12 世紀から 13 世紀後半の遺構と
考えられる。
14A 区 008SD：14A 区北東部にある南北に伸びる溝
である。幅 0.40m 〜 0.70m で、深さ 0.12m をはかる。
埋土は明黄褐色極細粒砂と褐灰色シルトの斑土に黄灰
色粘土ブロックを含む。常滑 3 型式の南部系陶器の碗

（E041）が出土していることから、12 世紀の遺構の可
能性がある。
14A区 012SK：14A 区北東部にある 008SD の下に検
出された長径 2.3m 前後の平面不整方形、断面平底の
土坑である。埋土は明黄褐色シルトで、出土遺物に中
世の常滑産甕片があり、中世の遺構の可能性がある。
14A 区 015SK：14A 区南側にある平面楕円形の土坑
で、南半分は調査区外にのびる。埋土は灰色粘土を主
体とするもので、小礫が含まれていた。出土遺物には
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トと灰白色シルトの粗い斑土（264SK）、黒色粘土と灰
色シルトの斑土（268SK）、灰オリーブ色粘土質シルト

（324SK）である。柱痕跡は 165SK がオリーブ灰色粘
土質シルトと黒褐色粘土質シルトの斑土、193SK が灰
白色シルトと黒色粘土とにぶい黄色中粒砂混じり粘土
質シルトの粗い斑土、198SK がオリーブ灰色粘土質シ
ルト、213SK がオリーブ黒色粘質シルト、241SK が灰
色粘土質シルトと灰白色極細粒砂の斑土として確認で
きた。また 213SK では、柱材と思われる木材が出土し
た。出土遺物は古式土師器と南部系陶器、中世土師器
鍋、近世陶磁器（238SK より）が少数出土しており、
238SK より常滑 4 型式の南部系陶器の碗（E156）と
13 世紀の伊勢型鍋（E157）、241SK より常滑 5 型式
の南部系陶器の碗 2 点（E159・E160）が出土している。
SA02・SB02 より新しいことから、13 世紀後半以後の
建物と考えられる。
14B 区 SB04：14B 区中央部南側にある桁行 4 間、梁
行 1 間の東西棟の掘立建物跡で、規模は桁行 5.5m、
梁行 2.2m の建物である。北側柱穴は北から 358SK、
444SK、307SK、310SK、311SK、 南 側 柱 穴 は 西 か
ら 562SK、517SK、573SK、245SK、244SK が あ る。
他の建物遺構との関係は、444SK は SB05 の 523SK
より古く、517SK も SB05 の 516SK より古い。また
245SK は SB05 の南東隅柱穴と重複している。柱間は
北側柱列が西より 1.8m、1.5m、1.4m、0.8m、南側
柱列が西より 1.8m、1.8m、1.0m、0.9m で、側柱の
軸線は N-64°-W である。柱穴は長径 0.23m 〜 0.70m
の平面やや不整な円形から楕円形で、深さは 0.28m 〜
0.55m と比較的深い。柱穴の埋土は、灰白色極細粒砂

（244SK・311SK・517SK）、黄灰色シルト（245SK）、
黄灰色粘土質シルトに灰白色シルト含む（307SK）、灰
オリーブ色シルトと橙色粘土質シルトの斑土（310SK・
358SK・444SK）、灰褐色粘土質シルト（562SK）、灰
色粘土質シルト（573SK）である。柱痕跡は、307SK
が灰色シルト、311SK が灰色粘土質シルトと灰色粘
土の斑土として確認できた。また 245SK・310SK・
311SK では、柱材と思われる木材が出土し、245SK 出
土の木材はツブラジイのみかん割りの加工材、310SK
出土の木材はヒノキの加工木であった。出土遺物は古
式土師器と南部系陶器、中世土師器皿・鍋が少数出土
しており、この時期に関係するものとして 244SK より
常滑 5 型式の南部系陶器の碗（E162）と常滑 2 型式
の小皿（E163）、245SK より常滑 5 型式の南部系陶器
の碗（E164）、358SK より常滑 2 型式の南部系陶器の
碗（E184）が出土している。SB05 より古いことから、
13 世紀前半〜中頃の建物と考えられる。
14B 区 SB05：14B 区西側にある桁行 3 間、梁行 3
間の東西棟の総柱タイプの掘立建物跡で、規模は桁

1 間の南北棟の掘立建物跡で、規模は桁行 7.0m、梁
行 4.5m の建物である。西側柱穴は北から 271SK、
267SK、223SK、210SK、東側柱穴は北から 184SK、
195SK、199SK、240SK で、267SK と 195SK は
SA02 の 547SK と 196SK より新しい。また南東隅柱
の 240SK は SB03 の 238SK よ り 古 い。 西 側 柱 南 側
で 223SK と 210SK の 西 0.8m に 222SK と 211SK の
庇部分が付く可能性がある。柱間は西側柱列が北より
2.5m、2.1m、2.4m、東側柱列が北より 2.2m、2.4m、
2.4m で、側柱の軸線は N-25°-E である。柱穴は長径
0.26m 〜 0.55m の平面やや不整な円形から楕円形で、
深さは遺構検出面より 0.15m 〜 0.34m 程である。柱
穴の埋土は、灰白色粘土質シルトに黒色粘土を少し混
じるもの（184SK）、灰オリーブ色シルトと橙色粘土
質シルトの斑土（195SK）、にぶい黄色中粒砂と褐灰
色シルトの斑土（199SK）、灰白色シルト（210SK）、
灰色極細粒砂（223SK）、灰白色極細粒砂（240SK、
271SK）、灰色とオリーブ黒色極細粒砂と灰白色極細粒
砂の斑土（267SK）があった。柱痕跡は 184SK で灰
色粘土質シルトと灰色粘土の斑土、199SK でにぶい黄
色中粒砂と灰色粘土質シルトの斑土、210SK で灰色粘
土質シルトと灰色粘土の斑土として確認できた。また
184SK、199SK（W005）、210SK、223SK、271SK では、
柱材と思われる木材が出土した。出土遺物は南部系陶
器と中世土師器鍋片が少数出土しており、267SK より
常滑 5 型式の南部系陶器の小皿（E169）が確認されて
いる。SA02 より新しいことから、13 世紀後半の建物
と考えられる。
14B 区 SB03：14B 区南東部にある桁行 4 間、梁行
2 間の東西棟の掘立建物跡で、規模は桁行 10.0m、梁
行 4.3m の建物である。北側柱穴は北から 264SK、
268SK、193SK、198SK、165SK、 南 側 柱 穴 は 西 か
ら 213SK、241SK、212SK、238SK、324SK で、 西
側柱として 217SK がある。他の建物遺構との関係は、
238SK は SB02 の 240SK より新しく、SA03 の 233SK
より新しい。柱間は北側柱列が西より 3.4m、2.2m、
2.1m、2.3m、南側柱列が西より 3.2m、2.5m、2.0m、
2.3m、西側柱列は北から 2.15m、2.15m で、側柱の
軸線は N-66°-W である。柱穴は長径 0.23m 〜 0.36m
の平面円形から楕円形で、北側柱・南側柱の深さは遺
構検出面より 0.33m 〜 0.58m 程と比較的深く、西側
柱の 217SK は 0.12m と浅い。柱穴の埋土は、灰白色
粘土質シルト（165SK）、にぶい黄色中粒砂混じり粘土
質シルト（193SK）、黒褐色粘土質シルト（198SK）、
灰色粘土質シルト（212SK）、灰色極細粒砂（213SK）、
灰色粘土質シルトと灰白色シルトの粗い斑土（238SK）、
にぶい黄色中粒砂混じり粘土質シルトと黒色粘土質シ
ルトと灰白色シルトの斑土（241SK）、灰色粘土質シル
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行 8.5m、梁行 6.6m の建物である。北側柱穴列の西
から 451SK、340SK、299SK、296SK、2 列目は西か
ら 389SK、357SK、301SK、3 列目は西から 458SK、
363SK、523SK（524SK）、309SK、南側柱穴列は西か
ら 408SK、567SK、516SK、245SK がある。2 列目の
東側柱穴は未確認で、南東隅の 245SK は SB04 の柱穴
と重複している。他の建物遺構との関係は、523SK は
SB04 の 444SK より新しく、516SK も SB04 の 517SK
より新しい。東西の柱間は西より2.95m、3.2m、2.35m、
南北の柱間は北より 2.15m、2.35m、2.1m で、東西
の側柱の軸線は N-64°-W である。柱穴は長径 0.26m
〜 0.87m の平面やや不整な円形から楕円形で、深さ
は 0.18m 〜 0.62m とやや違いがあるが、側柱と束柱
との規模の違いによる傾向はみられない。柱穴の埋土
は、黄灰色シルト（245SK）、灰オリーブ色シルトと
橙色粘土質シルトの斑土（296SK・299SK・309SK・
458SK・516SK・524SK・567SK）、黒色粘土質シルト

（301SK）、黒色粘土質シルトと灰白色シルトの粗い斑
土（340SK）、黒色粘質土と灰白色粘土質シルトと灰色
極細粒砂の粗い斑土（357SK）、灰白色極細粒砂（363SK・
408SK）、灰色粘土質シルト（389SK）、灰色粘土質シ
ルトとにぶい黄色の斑土（451SK）、灰色粘土質シル
ト（523SK）である。柱痕跡は、340SK が黒色粘土質
シルトと灰白色シルトの粗い斑土、451SK が灰色粘土
質シルトとして確認できた。また 245SK と 523SK、
524SK では柱材と思われる木材が出土し、245SK 出
土の木材はツブラジイのみかん割りの加工材、523SK
出土の木材はツブラジイの加工材であった。出土遺物
は須恵器、灰釉陶器、青磁碗、南部系陶器、瓦、中世
土師器皿・鍋が少数出土しており、この時期に関係す
るものとして 245SK より常滑 5 型式の南部系陶器の
碗（E164）、299SK より常滑 4 型式の南部系陶器の
碗（E173）、301SK より常滑 5 型式の南部系陶器の
碗（E174）、357SK より常滑 4 型式の南部系陶器の碗

（E182）と常滑 4 型式の小皿（E183）、363SK より常
滑 5 型式の南部系陶器の碗（E188）と小皿（E189）、
458SK より常滑 5 型式の南部系陶器の碗（E227）が
出土している。SB04 より新しいことから、13 世紀後
半以後の建物と考えられる。
14B 区 SB06：14B 区南西側にある桁行 3 間、梁行
3 間の南北棟の総柱タイプの掘立建物跡で、規模は桁
行 6.0m、梁行 4.7m の建物である。西側柱穴列の北か
ら 394SK、131SK、2 列目は北から 392SK、399SK、
475SK、135SK、3 列 目 は 北 か ら 387SK、458SK、
473SK、 東 側 柱 穴 列 は 北 か ら 376SK、432SK、
563SK、557SK がある。西側柱穴列の 2 列目と 3 列目
の柱穴は近年の撹乱により未確認、3 列目の南側柱穴
は未確認で、458SK の柱穴は SB05 と重複している。

他の建物遺構との関係は、130SK は SA06 の 131SK
より、135SK は SA06 の 136SK より新しい。南北の
柱間は北より 1.9m、2.2m、1.9m、東西の柱間は西よ
り 1.8m、1.4m、1.5m で、南北の側柱の軸線は N-27
°-E である。柱穴は長径 0.22m 〜 0.65m の平面やや不
整な円形から楕円形で、深さは 0.06m 〜 0.46m とや
や違いがあるが、側柱と束柱との規模の違いによる傾
向はみられない。柱穴の埋土は、灰白色シルトと明黄
褐色シルトの斑土（131SK）、黒褐色粘土質シルトとに
ぶい黄色シルトの斑土（135SK）、灰色粘土（376SK・
387SK）、灰白色シルト（392SK）、灰色粘土質シル
ト（394SK・399SK）、灰オリーブ色シルトと橙色粘土
質シルトの斑土（432SK・458SK・473SK・475SK・
557SK・563SK）である。柱痕跡は、131SK が黄灰色
粘土質シルトと灰白色シルトの斑土、392SK が黒色粘
土質シルトと灰白色シルトの斑土として確認できた。
また 399SK では柱材と思われる木材が出土し、スダジ
イの追柾目の加工材であった。出土遺物は須恵器、灰
釉陶器、南部系陶器、中世土師器鍋が少数出土してお
り、この時期に関係するものとして 135SK より常滑 5
型式の南部系陶器の碗（E137）と常滑 6a 型式の南部
系陶器の小皿（E138）、399SK より常滑 3 型式の南部
系陶器の碗（E213）、458SK より常滑 5 型式の南部系
陶器の碗（E227）、557SK より灰釉陶器の碗（E239）
が出土している。SA06 より新しいことから、13 世紀
後半以後の建物と考えられる。
14B 区 SB07：14B 区南西側にある桁行 2 間、梁行
2 間の南北棟の総柱タイプの掘立建物跡で、規模は桁
行 5.2m、梁行 3.8m の建物である。西側柱穴列の北か
ら 391SK、494SK、568SK、2 列目は北から 384SK、
407SK、509SK、東側柱穴列は北から 356SK、438SK
がある。東側柱穴列の 2 列目の柱穴は未確認である。
南北の柱間は北より 2.9m、2.3m、東西の柱間は西よ
り 2.1m、1.7m で、南北の側柱の軸線は N-25°-E である。
柱穴は長径 0.21m 〜 0.56m の平面やや不整な円形か
ら楕円形で、深さは 0.07m 〜 0.45m とやや違いがあ
るが、側柱と束柱との規模の違いによる傾向はみら
れない。柱穴の埋土は、灰色粘土（356SK・384SK・
391SK）、灰白色極細粒砂（407SK・568SK）、褐灰色
粘土に黄橙色シルトを含む（438SK）、灰オリーブ色シ
ルトと橙色粘土質シルトの斑土（494SK・509SK）で
ある。柱痕跡は確認できていないが、356SK からは丸
瓦片 1 点（E180）と平瓦片 1 点（E181）が、568SK
からは丸瓦片 1 点（E241）、南部系陶器甕片 2 点、被
熱した砂岩角礫 1 点、凝灰質砂岩角礫 1 点、チャート
亞角礫 2 点、同亞円礫 1 点が柱穴底部から出土し、柱
材の根固め石と思われる。出土遺物は須恵器、青磁碗、
南部系陶器、瓦、中世土師器鍋が少数出土しており、
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第２章　遺　構

ものが近年の撹乱により検出できていないが、西より
452SK、348SK、337SK、298SK、327SK、292SK、
266SK、547SK、191SK（192SK）、196SK、171SK、
166SK の東西 24.3m の 11 間分検出できた。292SK
と 266SK の間で、SA01 より柱穴が 1 基少ない。柱間は、
2.7m、2.7m、2.8m、1.3m、2.9m、4.6m、0.8m、2.3m、
2.4m、1.2m、0.8m で、 一 番 東 寄 り の 171SK と
166SK の間が短い。柱穴列の東側は千人塚から南にの
びる丘陵にあたる位置で止まっており、丘陵を東側の
境界として充てて西側を南北に区画するものと考えら
れる。西側は削平を受けているが、SA01・SA02 の西
側延長線にある 14A 区の残りの良い部分では柱穴が検
出されていないことから、この時期の溝である 008SD
付近まで延びていたものと考えられる。SA01の柱穴は、
長径 0.28m 〜 0.54m、深さ 0.09m 〜 0.54m の平面
円形から楕円形のもので、埋土は灰色、灰白色、灰オ
リーブ色、橙色、にぶい黄色粘土〜中粒砂からなる斑
土で、柱痕跡は 187SK、316SK、325SK、343SK より
確認でき、285SK、316SK、343SK（W009）では柱
材と思われる木材が出土した。SA02 の柱穴は、長径
0.25m 〜 0.45m、深さ 0.07m 〜 0.60m の円形〜楕円
形のもので、埋土は黒色・灰色・灰白色・灰オリーブ
色・橙色粘土質シルト〜細粒砂からなる斑土で柱痕跡
は 171SK、192SK、266SK、298SK、348SK、547SK
よ り 確 認 で き、192SK、266SK（W007）、298SK、
337SK（W008）、547SK では柱材と思われる木材が出
土した。先に述べた266SK出土スダジイの木材（W007）
の AMS 放射性炭素測定年代では 1151 〜 1220calAD、
337SK 出土クリの木材の（W008）の AMS 放射性炭
素年代測定の結果では、1037 〜 1156calAD の結果を
得た。出土遺物には SA01 の柱穴から須恵器、灰釉陶器、
古代の土師器、南部系陶器、中世の土師器鍋片が少数、
SA02 の柱穴から南部系陶器、中世の土師器鍋片が少
数出土しているのみであるが、SA01 の 335SK より出
土いる常滑 3 型式の南部系陶器の碗（E177）、SA02
の 547SK から常滑 3 型式〜 5 型式の南部系陶器の碗

（E235）、小皿 (236) が出土しており、出土遺物からは
SA01 は 12 世紀後半、SA02 は 13 世紀前半〜中頃の
遺構と考えられる。
14B 区 SA03：14B 区南東側にある柱穴列で、SB02
と SB03 の南側の位置で重複する。西より 207SK、
204SK、237SK、229SK の東西 4.2m の 3 間分が検出
できた。柱間は西より 1.4m、1.4m、1.4m で、柱穴列
の軸線は N-60°-W である。柱穴は残っているもので長
径 0.45m 〜 0.53m の平面円形〜楕円形のもので、深
さ 0.07m 〜 0.27m のものがある。埋土は灰色・灰オ
リーブ色・橙色の粘土質シルト〜シルトを主体とする
もので、柱痕跡は確認できなかったが、229SK では上

この時期に関係するものとして 384SK より常滑 3 型
式の南部系陶器の碗（E208）と小皿（E209・E210）、
青磁碗（E211）が出土している。出土した遺物からは、
12 世紀後半〜末頃の建物と考えられる。
14B区 SB08：14B 区南西隅部にある掘立柱建物跡で、
建物想定範囲の北西側を近年の撹乱により未確認であ
るため、規模は西側や南側などに広がる可能性を残す。
調査範囲の中で南側柱穴列と東側柱穴列のみを検出で
き、桁行 5 間、梁行 3 間の東西棟の掘立建物跡と考え
た。規模は桁行 7.2m、梁行 6.0m である。南側柱穴列
は 西 か ら 028SK、092SK、097SK、110SK、129SK、
133SK で、 東 側 柱 穴 列 は 北 か ら 393SK、513SK、
478SK、133SK である。南側柱穴列の柱間は西より
1.6m、1.3m、1.4m、1.4m、1.5m、東側柱穴列の柱
間は北より 2.4m、1.4m、2.2m で、南側柱穴列の軸線
は N-67°-W である。柱穴は長径 0.22m 〜 0.49m の平
面円形から楕円形で、深さは 0.08m 〜 0.53m とやや
違いがある。柱穴の埋土は、黄橙色極細粒砂を含む黄
灰色極細粒砂（028SK）、黄灰色粘土質シルトと浅黄色
粘土質シルトの斑土（092SK）、灰オリーブ色シルトと
橙色粘土質シルトの斑土（097SK・513SK）、黄灰色粘
土質シルトと明黄褐色シルトの斑土（110SK）、黄灰色
粘土質シルトと橙色シルトの斑土（129SK）、黄灰色粘
土質シルトと灰白色シルトの斑土（133SK）、灰白色極
細粒砂（393SK）、オリーブ褐色シルトと黄灰色粘土の
斑土（478SK）である。柱痕跡は 110SK と 133SK が
黒褐色粘土質シルト、478SK が黄灰色粘土質シルトと
して確認できた。また 092SK では柱材と思われる木材
が出土した。出土遺物は古式土師器、須恵器、南部系
陶器、中世土師器皿・鍋が少数出土しており、この時
期に関係するものとして 092SK より常滑 3 型式の南部
系陶器の碗（E124）と片口鉢Ⅱ類（E125）が出土し
ている。出土した遺物からは 12 世紀後半〜末頃の遺構
の可能性があるが、097SK は SA07 の 096SK より新
しいことから 13 世紀前半〜中頃の建物と考えられる。
14B 区 SA01・SA02：14B 区の中央部を東西に延び
る柱穴列で、軸線が N-65°-W で並行している。SB02
と重複し、SA02 は SB03 と近接している。この 2 条
の柱穴列は確認された中央部を除いて、柱穴が 2 基
1 対で並び柱穴間隔が 1.3m 前後と狭く、北側と南側
に組み合う柱穴がみられないことから、柵としての柱
穴列と考えられる。SA01 は西より 062SK、063SK、
343SK、335SK、325SK、285SK、289SK、288SK、
316SK、269SK、187SK、186SK、188SK（189SK）、
172SK、170SK の東西 26.4m の 13 間分が検出できた。
柱 間 は、 西 よ り 1.2m、2.7m、2.7m、2.8m、1.3m、
2.9m、2.3m、2.3m、0.8m、2.3m、2.4m、1.2m、1.5m
である。SA02 は SA01 の一番西寄りの 062SK に伴う
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層と下層に埋土が分かれるので、柱が抜き取られた痕
跡と思われる。また 207SK は土坑の南西側が北東側よ
り 0.08m 程深くなって、平面が不整形な楕円形となっ
ており、掘り直しが行われている可能性がある。北側
に組み合う柱穴列を確認できないので、掘立柱建物と
して調査区の南外に組み合う柱穴が存在する可能性が
ある。出土遺物には南部系陶器と中世の土師器が少数
出土しているのみであるが、229SK は SB03 の南東隅
柱である 324SK より古いことからこの時期の遺構と考
えられる。
14B 区 SA04：14B 区中央部にある柱穴列で、SB05
の柱穴 301SK と重複する。西より 302SK、303SK、
329SK、258SK、256SK の東西 5.4m の 4 間分が検出
できた。柱間は西より 1.25m、1.25m、1.6m、1.3m
で、柱穴列の軸線はN-57°-Wである。柱穴は長径0.21m
〜 0.36m 前後の平面円形〜楕円形のもので、深さ
0.02m 〜 0.15m のものがある。埋土は灰白色・灰色
の粘土・粘土質シルト・極細粒砂を主体とするもので、
柱痕跡は確認できなかった。北側と南側に組み合う柱
穴列を確認できない。出土遺物には時期不明の土器片
が少数出土しているのみであるが、SB05 より古いこと
からこの時期の遺構と考えられる。
14B 区 SA05：14B 区南西側にある柱穴列で、SB06
の南側の位置で重複する。西より 570SK、147SK、
497SK、515SK の東西 4.65m の 3 間分が検出できた。
柱間は西より 1.6m、1.6m、1.45m で、柱穴列の軸線
は N-64°-W である。柱穴は長径 0.25m 前後の平面円
形のもので、深さ 0.19m 〜 0.30m のものがある。埋
土は褐灰色・灰白色・灰色・灰オリーブ色・橙色の粘
土〜極細粒砂を主体とするもので、柱痕跡は確認でき
なかった。北側に組み合う柱穴列を確認できず、掘立
柱建物として調査区の南外に組み合う柱穴が存在する
可能性がある。出土遺物には中世土師器、南部系陶器
が少数出土しており、出土遺物から 13 世紀の遺構と
考えられる。
14B 区 SA06：14B 区南西側にある柱穴列で、SB06
と SB07 の南側の位置で重複する。西より 120SK、
136SK、145SK、414SK、536SK の東西 6.8m の 4 間
分が検出できた。柱間は西より 2.0m、1.7m、1.6m、
1.5m で、柱穴列の軸線は N-63°-W である。柱穴は長
径 0.25m 〜 0.35m の平面円形〜楕円形のもので、深
さ 0.17m 〜 0.30m のものがある。埋土はオリーブ黒
色・褐灰色・黄橙色・灰白色・明黄褐色・黄灰色の粘
土〜シルトを主体とするもので、145SK には褐灰色粘
土質シルトの柱痕跡が確認できた。出土遺物には古式
土師器、須恵器、南部系陶器、中世の土師器が少数出
土しており、この時代のものとしては、145SK から常
滑 1a 型式〜 1b 型式の南部系陶器の広口瓶（E143）、

538SK から瀬戸 7 型式の南部系陶器の碗（E234）が
ある。SA06 は SB06 の南側柱列とも考えられる位置に
あるが、SB06 の南東隅柱の位置にあまり組み合う柱
穴が確認できなかったので柱穴列としたが、414SK と
538SK をこの柱列のものと考えると、掘立柱建物とし
て調査区の南外に組み合う柱穴が存在する可能性があ
る。出土遺物から 13 世紀後半の遺構と考えられる。
14B 区 SA07：14B 区南西側にある柱穴列で、SB06
と SB07、SB08 の 南 側 の 位 置 で 重 複 す る。 西 よ り
138SK、143SK、512SK、439SK の東西 4.9m の 3 間
分が検出できた。柱間は西より 1.7m、1.5m、1.7m で、
柱穴列の軸線は N-64°-W である。柱穴は長径 0.17m
〜 0.36m の平面やや不整な円形〜楕円形のもので、深
さ 0.23m 〜 0.33m のものがある。埋土は灰白色・灰色・
灰オリーブ色・橙色の粘土〜極細粒砂を主体とするも
ので、138SK には灰オリーブ色シルトと橙色粘土質シ
ルトの斑土、143SK には明黄褐色粘土ブロックが少量
入る黒褐色粘土質シルトの柱痕跡が確認できた。出土
遺物には南部系陶器が少数出土しており、138SK では
常滑 5 型式の南部系陶器の小皿（E139）と常滑 1a 型
式の南部系陶器の片口鉢Ⅰ類（E140）が、143SK で
は常滑 2 型式の南部系陶器の碗（E141・E142）があ
る。北側に組み合う柱穴が確認できなかったので柱穴
列としているが、掘立柱建物として調査区の南外に組
み合う柱穴が存在する可能性がある。出土遺物から 13
世紀前半〜中頃の遺構と考えられる。
14B 区 SA08：14B 区南西側にある柱穴列で、SB07
と SB08 の 南 柱 穴 列 や SA06 と 重 複 す る。 西 よ り
096SK、109SK、130SK、137SK の東西 4.5m の 3 間
分が検出できた。柱間は西より 1.7m、1.4m、1.4m で、
柱穴列の軸線は N-73°-W である。柱穴は長径 0.20m
〜 0.29m の平面円形〜楕円形のもので、深さ 0.28m
〜 0.55m のものがある。埋土は灰白色・黄灰色・黒
褐色の粘土質シルト〜極細粒砂を主体とするもので、
137SK には黒褐色粘土質シルトの柱痕跡が確認でき、
109SK では柱材と思われる木材（W004）が出土した。
出土遺物には南部系陶器が少数出土しており、109SK
では常滑 4 型式の南部系陶器の碗（E134）がある。北
側に組み合う柱穴が確認できなかったので柱穴列とし
ているが、掘立柱建物として調査区の南外に組み合う
柱穴が存在する可能性がある。出土遺物から 12 世紀
後半〜末頃の遺構と考えられる。
14B 区 SA09：14B 区南西側にある柱穴列で、SB07
の南で SA10 の北に隣接してある。西より 559SK、
107SK、127SK の東西 4.1m の 2 間分が検出できた。
柱間は西より 2.0m、2.1m で、柱穴列の軸線は N-65°
-W である。柱穴は長径 0.25m 〜 0.40m の平面円形の
もので、深さ 0.14m 〜 0.54m のものがある。埋土は
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灰白色粘土質シルトを含む(098SK)
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2.5Y3/1　黒褐色粘土質シルト(110SK)
2.5Y4/1　黄灰色粘土質シルトと10YR6/6
明黄褐色シルトの斑土(110SK)
2.5Y4/1　黄灰色粘土質シルト(109SK)
2.5Y4/1　黄灰色粘土質シルトと7.5YR6/6
橙色シルトの斑土(109SK)
2.5Y7/1　灰白色シルト(109SK)
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2.5Y5/1　黄灰色粘土質シルトと5Y7/2
灰白色シルトの斑土(131SK)
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2.5Y5/1　黄灰色粘土質シルトと5Y7/2
灰白色シルトの斑土(120SK)
5Y7/2　灰白色粘土質シルトと10YR7/6
明黄褐色シルトの斑土(120SK)
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6,

10YR7/1　灰白色シルトと10YR7/6　明
黄褐色シルトの斑土(131SK)
2.5Y3/1　黒褐色粘土質シルト(130SK)
5Y7/2　灰白色粘土質シルトと10YR7/6
明黄褐色シルトの斑土(130SK)
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2.5Y5/1　黄灰色粘土質シルトと
2.5YR6/6　橙色シルトの斑土(129SK)
2.5Y4/2　暗灰黄色粘土質シルトと
7.5YR6/6　橙色シルトの斑土(128SK)
7.5Y5/3　灰オリーブ色シルトと7.5YR6/6
橙色粘土質シルトの斑土(127SK)
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2.5Y3/1　黒褐色粘土質シルト(133SK)
2.5Y5/1　黄灰色粘土質シルトと5Y7/1
灰白色シルトの斑土(133SK)
7.5Y5/3　灰オリーブ色シルトと7.5YR6/6
橙色粘土質シルトの斑土(134SK)
2.5Y5/1　黄灰色粘土質シルトと5Y7/1
灰白色シルトの斑土(134SK)
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2.5Y3／1　黒褐色粘土質シルトと2.5Y6/4
にぶい黄色シルトの斑土(135SK)
5Y7/1　灰白色粘土質シルト(135SK)
2.5Y3/1　黒褐色粘土質シルトと2.5Y6/4
にぶい黄色シルトの斑土(136SK)
5Y5/1　灰色粘土質シルト(136SK)
7.5YR6/1　褐灰色シルト(136SK)
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2.5Y5/1　黄灰色粘土質シルトと2.5Y7/1
灰白色シルトの斑土
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2.5Y3/1　黒褐色粘土質シルト10YR7/6
明黄褐色粘土ブロック少量含む
7.5Y7/1　灰白色極細粒砂
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図 29　14B区個別遺構図 2（１：100）
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10YR5/1　褐灰色粘土質シルト　炭化物あり
2.5Y7/1　灰白色粘土質シルト10YR6/6
明黄褐色シルトの斑土
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2.5GY6/1  オリーブ灰色粘土質シルトと
2.5Y3/1黒褐色粘土質シルトの斑土
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灰白色シルト少量含む
10Y8/1　灰白色シルトに2.5Y6/3　に
ぶい黄色中粒砂混じり粘土質シルト含む
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7.5Y5/1　灰色粘土の斑土
7.5Y6/1　灰色粘土質シルトと
10Y8/1　灰白色粘土質シルトの斑土
7.5Y6/1　灰色粘土質シルトと
5Y2/1　黒色粘土質シルトの斑土
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2.5Y4/1　黄灰色粘土質シルトと2.5Y6/1
黄灰色シルトの斑土(140SK)
2.5Y3/1　黒褐色粘土質シルトに10YR7/6
明黄褐色シルト含む(141SK)
2.5Y3/1　黒褐色粘土質シルトに2.5Y6/1　
黄灰色シルト含む(141SK)
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図 30　14B区個別遺構図 3（１：100）
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5Y5/1　灰色シルト
2.5Y6/1　黄灰色粘土質シルトに
10Y8/1　灰白色シルトを含む
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灰色粘土の斑土
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2.5Y6/3　にぶい黄色中粒砂混じり粘土質
シルトと7.5Y6/1　灰色粘土質シルトの斑土
7.5Y6/1　灰色粘土質シルトと10Y8/1
灰白色粘土質シルトの斑土
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ルトと5Y2/1　黒色粘土質シルトの斑土

2.5Y6/3　にぶい黄色中粒砂混じり粘土質
シルトと10Y8/1　灰白色粘土質シルトの
粗い斑土

7.5Y6/1　灰色シルト
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粘土質シルトと2.5Y6/3　にぶい黄
色シルトの粗い斑土
2.5Y6/3　にぶい黄色中粒砂混じり
粘土質シルト
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2.5Y6/3　にぶい黄色中粒砂混じり
粘土と7.5Y7/1　灰白色極細粒砂の
斑土
7.5Y6/1　灰色粘土質シルトと
10Y8/1　灰白色粘土質シルトの斑土
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7.5Y6/1　灰色粘土質シルトと7.5Y5/1
灰色粘土の斑土
10Y8/1　灰白色粘土質シルトに5Y2/1
黒色粘土を少量含む
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2.5Y6/3　にぶい黄色シルトと7.5Y6/1
灰色粘質土と7.5Y5/1　灰色粘質土の斑土
10Y8/1　灰白色シルトに7.5Y6/1　灰色
粘土質シルトを含む
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図 31　14B区個別遺構図 4（１：100）
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10Y8/1　灰白色シルトと5Y2/1　黒色粘土と
2.5Y6/3　にぶい黄色中粒砂混じり粘土質シル
トの粗い斑土(191SK)
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5Y6/1　灰色粘土と10Y8/1　灰白色シルトの
斑土の斑土　木材片を含む(191SK)
7.5Y6/1　灰色粘土に10Y8/1　灰白色シルト
を含む(192SK)
2.5Y6/3　にぶい黄色中粒砂混じり粘土と
5Y6/1　灰色粘土質シルトの斑土(192SK)
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粘土質シルトの斑土(192SK)

14B191b14B191a
191SK

192SK

L=6.00m

L=5.50m

L=6.00m

L=5.50m
1 2
3

4

5

191SK

192SK

X=-136,143

Y=-27,820

Y=-27,818

X=-136,142

14B193a 14B193b

10Y8/1　灰白色シルトと5Y2/1　黒色粘土と
2.5Y6/3　にぶい黄色中粒砂混じり粘土質シルト
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第２章　遺　構

細粒砂である。溝内に径 0.25m 前後の小土坑である
268SK と 269SK がみられるが、埋土の違いから溝に
伴うものではないものと思われる。またこの溝の北西
にある 272SD は一連の溝の可能性がある。
14B 区 228SK：14B 区北東側の丘陵裾部に検出で
きた平面円形、断面丸底の土坑で、長径 0.43m、短
径 0.39m、深さ 0.08m をはかる。埋土は灰オリーブ
色シルトと橙色粘土質シルトの斑土で、土坑の底面に
亞円〜円礫の小礫が多数入っており、南部系陶器の碗

（E154）と甕の底部（E155）が出土した。
14B 区 248SD：14B 区南側で検出できた幅 0.40m、
深さ 0.08m の浅い溝で、東西方向に 2.9m 程検出でき
た。埋土は灰白色極細粒砂で、溝の西端で 246SK と
247SK と重複する。古式土師器の台付甕脚部（165）、
南部系陶器の碗（E166）と小皿（E167）が出土した。
14B 区 361SK：14B 区南西側にある土坑で、南東辺
から 362SD が出ている。長径 2.10m、短径 1.50m、
深さ 0.09m をはかり、埋土は灰色粘土質シルトと橙
色粘土の斑土である。この土坑は 383SD・423SK 〜
432SK・406SK・455SK・506SK と 重 複 し、383SD
より古い。
14B区 362SD：14B 区南西側にある 361SK から東南
東に 5m 程伸びて、南南西に折れる溝で、幅 0.30m 〜
0.60m、深さ 0.14m をはかる。埋土は灰オリーブ色
シルトと橙色粘土質シルトの斑土で、南部系陶器の碗

（E185・E186）と清郷型鍋（E187）が出土した。
14B 区 364SK：14B 区南壁にかかる位置に検出でき
た土坑で、362SD と 365SK より古い。径 1.36m 以上、
深さ 0.15m をはかり、埋土は暗灰黄色粘土質シルトで
ある。土坑の北東隅で 573SK と重複する。南部系陶器
の碗（E190 〜 E193）と小皿（E194・E195）が出土した。
14B 区 365SK：14B 区南壁にかかる位置に検出でき
た土坑で、364SK より新しい。径 1.60m、深さ 0.45m
をはかり、埋土は上層が炭化物を含む褐灰色粘土質シ
ルトとにぶい黄橙色粘土質シルトの斑土、下層が黒褐
色粘土質シルトである。土坑の北東肩部で 516SK・
517SK・552SK と重複する。南部系陶器の碗（E196）
が出土した。
14B区 383SD：14B 区南西側にある南北方向の溝で、
幅 0.25m 〜 0.55m で東西にやや蛇行する。深さは
0.20m をはかる。361SK・378SK 〜 380SK・412SK・
418SK・423SK・426SK・430SK・432SK・438SK 〜
440SK・563SK 〜 565SK などと重複し、361SK より
新しく、418SK より古い。埋土はにぶい黄褐色細粒
砂と黒褐色細粒砂の斑土で、出土遺物には、土師器甕

（E205）、灰釉陶器の碗（E206）、南部系陶器の碗（E207）
がある。
14B 区 418SK：14B 区南西側で南壁にかかる位置に

灰白色・黄灰色・灰オリーブ色・橙色の粘土質シルト
〜極細粒砂を主体とするものである。127SK や 559SK
より古代の土師器や南部系陶器が出土している。北側
に組み合う柱穴が確認できなかったので柱穴列として
いるが、掘立柱建物として調査区の南外に組み合う柱
穴が存在する可能性がある。出土遺物からこの時期の
遺構と考えられる。
14B 区 SA10：14B 区南西側にある柱穴列で、SA09
の 南 に 隣 接 し て あ る。 西 よ り 560SK、100SK、
112SK、126SK、132SK の東西 4.5m の 4 間分が検出
できた。柱間は西より 1.5m、1.35m、0.95m、0.7m
で、柱穴列の軸線は N-67°-W である。柱穴は長径
0.19m 〜 0.26m の平面円形〜楕円形のもので、深さ
0.05m 〜 0.10m のものがある。埋土は灰白色・灰色・
灰オリーブ色・橙色の粘土〜シルトを主体とする。北
側に組み合う柱穴として 101SK や 103SK、116SK が
考えられるが、132SK に伴う北側の柱穴が確認できな
かったので、柱穴列としている。また掘立柱建物とし
て調査区の南外に組み合う柱穴が存在する可能性もあ
る。出土遺物はないが、560SK は SA09 の柱穴である
559SK より新しく、100SK はこの時期の遺物が出土す
る 099SK より古いことから、この時期の遺構と考えて
おきたい。
14B 区 034SD：14B 区南西側で南壁にかかる位置で
確認された溝で、420SK の南辺から伸びる。幅は 0.80m
で、長さ 2.20m を検出した。埋土は灰オリーブ色シル
トで、深さは 0.03m と浅かった。
14B 区 185SD：14B 区東側で SB01 の南側にある幅
0.40m、深さ 0.04m の浅い溝で、東西方向に長さ 4.06m
を検出できた。埋土は灰オリーブ色シルトと橙色粘土
質シルトの斑土で、187SK より古い。
14B 区 203SK：14B 区南東側で南壁にかかる位置で
検出された径 3.05m の不整形な土坑で、埋土は灰色極
細粒砂である。深さは 0.05m と浅く、土坑の内部には
231SK 〜 240SK の 10 基の柱穴状の土坑が重複してい
た。
14B 区 205SK：14B 区 南 東 側 で 検 出 で き た 長 径
0.98m、短径 0.79m、深さ 0.46m の平面楕円形の土
坑で、埋土はにぶい黄色中粒砂と灰色粘土質シルトの
粗い斑土であった。土坑の中央付近に灰オリーブ色シ
ルトと橙色粘土質シルトの斑土がはいる深さ 0.25m 前
後の落ち込みがあり、柱穴の可能性がある。
14B 区 206SK：14B 区南東側の南壁にかかる位置で
検出できた径 1.86m、深さ 0.08m の平面楕円形の浅
い土坑で、埋土は灰色極細粒砂である。北西肩部に
212SK が重複する。
14B 区 224SD：幅 0.44m、 深 さ 0.05m の 浅 い 溝
で、南北方向に約 3.7m 検出できた。埋土は灰白色極
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40



X=-136,139 Y=
-2
7,
81
9

Y=
-2
7,
82
0

X=-136,138

14B271a 14B271b

14B271a
14B271b271SK

L=6.00m

L=5.50m

L=6.00m

L=5.50m

L=6.50m L=6.50m

1,

2, 7.5Y7/1　灰白色極細粒砂

2.5Y3/1　黒褐色粘土質シルトと
2.5GY6/1　粘土質シルトの斑土

1
2

X=
-1
36
,1
36

Y=-27,821

Y=-27,819

X=
-1
36
,1
38

14B273b14B273a

14B273a 14B273b
273SK274SK

L=6.00m

L=5.50m

L=6.00m

L=5.50m

L=6.50m L=6.50m

1,
2,
2.5Y6/3　にぶい黄色中粒砂混じり粘土質シルト
7.5Y6/2　灰オリーブ色粘土質シルトと
10Y8/1　灰白色粘土質シルト

1

2

X=-13
6,135

Y=-27,827

Y=-27,829

X=-13
6,137

14B285a 14B285b

14B285b14B285a

285SK

L=6.00m

L=5.50m

L=6.00m

L=5.50m

1, 7.5Y7/1　灰白色極細粒砂と
7.5Y6/1　灰色粘土質シルトの斑土

1

X=
-13
6,1
36

Y=-27,829

Y=-27,830

X=
-13
6,1
37

14B298a 14B298b

14B298a
14B298b

331SK

298SK

L=6.00m

L=5.50m

L=6.00m

L=5.50m

L=5.00m L=5.00m
331SK 298SK

1,

2,
3,

7.5Y6/1　灰色粘土質シルトと
7.5Y5/1　灰色粘土の斑土(298SK)
10Y8/1　灰白色極細粒砂(298SK)
7.5Y5/3　灰オリーブ色シルトと
7.5YR6/6　橙色粘土質シルト(331SK)

2
1

3

Y=-2
7,83

0

Y=-2
7,83

1

X=-136,139

X=-136,138

14B301a 14B301b

14B301a
14B301b

301SK 302SK

L=6.00m

L=5.50m

L=6.00m

L=5.50m

1,
2,
5Y2/1　黒色粘土質シルト(301SK)
7.5Y6/1　灰色粘土質シルトと
7.5Y5/1　灰色粘土の斑土(302SK)

1

2

301SK
302SK

Y=
-2
7,
83
1

Y=
-2
7,
83
3

X=-136,142

X=-136,140

14B307a 14B307b

14B307b14B307a

307SK

308SK

L=5.00m

L=5.50m

L=5.00m

L=5.50m

L=6.00m L=6.00m

1,
2,

3,

7.5Y5/1　灰色シルト
2.5Y5/1　黄灰色粘土質シルトに
10Y8/1　灰白色シルト含む
10Y8/1　灰白色シルト

12 3
3

Y=
-2
7,
82
8

Y=
-2
7,
82
9

X=-136,142

X=-136,143

14B311a 14B311b

14B311b
14B311a

311SK

312SK

L=6.00m

L=5.50m

L=6.00m

L=5.50m

L=5.00m L=5.00m

1,

2,
3,

7.5Y6/1　灰色粘土質シルトと
7.5Y5/1　灰色粘土の斑土(311SK)
10Y8/1　灰白色極細粒砂(311SK)
2.5Y6/3　にぶい黄色中粒砂混じり
の粘土質シルト(312SK)

311SK
312SK2

1
3

2

Y=-2
7,82

0

Y=-2
7,82

2

X=-136,140

X=-136,139

14B316a 14B316b

14B316a 14B316b
316SK

L=6.00m

L=5.50m

L=6.00m

L=5.50m

L=6.50m L=6.50m

1,

2,

7.5Y6/1　灰色粘土質シルトと
7.5Y5/1　灰色粘土質シルトの
斑土
7.5Y6/1　灰色粘土質シルトに
10Y8/1　灰白色シルトを含む

12 2

Y=-27
,828

Y=-27
,827

X=-136,136

X=-136,137

14B323a 14B323b

14B323a 14B323b
323SK

L=6.00m

L=5.50m

L=6.00m

L=5.50m

1,
2,
3,

4,

7.5Y7/1　灰白色極細粒砂

7.5Y6/1　灰色粘土質シルトと
7.5Y5/1　灰色粘土の斑土
7.5Y7/1　灰白色極細粒砂と
7.5Y5/1　灰色粘土質シルトの
斑土

10Y5/1　褐灰色粘土質シルト

1

2
3

4

14B325b14B325a

Y=-27,828Y=-27,830

X=-
136
,135

X=-
136
,136

14B325a 14B325b

325SK

L=6.00m

L=5.50m

L=6.00m

L=5.50m

1,

2,

5Y2/1　黒色シルトと7.5Y5/1　
灰色粘土質シルトの斑土
10Y8/1　灰白色極細粒砂

1

2

X=-1
36,1

35

Y=-27,831Y=-27,833

X=-1
36,1

36

14B337a 14B337b

14B337b14B337a
337SK

L=6.00m

L=5.00m

L=6.00m

L=5.00m

L=5.50m L=5.50m

1,
2,

3,

7.5Y7/1　灰白色極細粒砂

7.5Y5/1　灰色粘土質シルトと
7.5Y6/1　灰色粘土質シルトと
10Y8/1　灰白色シルトの斑土

5Y2/1　黒色粘土に7.5Y6/1　
灰色粘土質シルト少量含む

2
3

1

0 5m

図 34　14B区個別遺構図 7（１：100）
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図 35　14B区個別遺構図 8（１：100）
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第２章　遺　構

025SK、030SK、118SK、006SK の東西 4.2m の 3 間
分が検出できた。柱間は西より 1.6m、1.4m、1.2m で、
柱穴列の軸線は N-82°-W である。柱穴は残っているも
ので長径 0.27m 〜 0.60m の平面円形〜楕円形のもの
で、深さ0.04m〜0.16mのものがある。埋土は灰オリー
ブ色粘土（006SK）、褐色粘土質シルトとにぶい黄色粘
土の斑土（025SK）、黄褐色粗粒砂と灰黄褐色粘土質シ
ルトの斑土（030SK）、黄褐色粘土質シルト（118SK）
にわかれる。柱痕跡は確認できなかった。北側や南側
に組み合う柱穴列を確認できなかったが、SA16 とは
118SK で直行し、掘立柱建物になる可能性がある。出
土遺物には 006SK より南部系陶器が出土しており、こ
の時期の遺構と考えられる。
14C 区 SA16：14C 区 西 側 の 001SX の 下 に 確 認 で
きた柱穴列で、SA14 と SA15 と重複する。北より
013SK、118SK、119SK の南北 3.0m の 2 間分が検出
できた。柱間は 1.5m のほぼ等間隔で、柱穴列の軸線
は N-8°-E である。柱穴は残っているもので長径 0.31m
〜 0.49m の平面円形〜楕円形のもので、深さ 0.10m
〜 0.23m のものがある。埋土は灰黄色シルト（013SK）、
黄褐色粘土質シルト（118SK）、黄灰色粘土（119SK）、
にわかれる。柱痕跡は確認できなかった。西側や東側
に組み合う柱穴列を確認できなかったが、SA15 とは
118SK で直行し、掘立柱建物になる可能性がある。出
土遺物には 013SK より南部系陶器が少数出土してお
り、この時期の遺構と考えられる。
14C区 003SK：14C 区西側の 001SX の下に確認でき
た土坑で、004SK・005SK・007SK より古く、117SK
より新しい。平面形は隅丸台形、断面皿状のもので、
規模は長径 1.50m、短径 1.15m、深さ 0.29m をはかる。
埋土は、灰黄褐色シルトとにぶい黄橙色粘土の粗い斑
土、古式土師器片が少し出土した。
14C区 007SK：14C 区西側の 001SX の下に確認でき
た土坑で、002SK・004SK・005SK より古く、117SK
より新しい。平面形はやや細い楕円形、断面丸底のも
ので、規模は長径 1.40m、短径 0.78m、深さ 0.17m
をはかる。埋土は、にぶい黄橙色シルトとにぶい黄橙
色粘土の粗い斑土で、出土遺物はなかった。
14C区 020SK：14C 区西側の 001SX の北肩部に位置
する。長径 0.70m、短径 0.37m、深さ 0.09m の平面
楕円形、断面丸底の土坑である。埋土は灰黄色粘土質
シルトで、出土遺物には南部系陶器の碗（E295）がある。
14C 区 021SK・022SK・024SK・026SK：14C 区
西側で 001SX の下に検出できた平面円形の小型土坑
で、長径 0.40m 前後、短径 0.30m 前後、深さ 0.02m
〜 0.19m である。埋土は 021SK が褐灰色粘土質シル
トと灰黄褐色シルトの斑土、022SK がにぶい赤褐色
粗粒砂と灰黄褐色粘土の斑土、024SK が黄褐色粘土

びる溝で、調査区北側から 5m ほど離れて検出できた。
幅 0.50m 〜 0.80m、深さ 0.08m である。
14B 区 161SD：平坦部西側隅に検出できた西北西か
ら南南西に折れる溝で、幅 0.50m 〜 0.80m、深さ 0.15m
をはかる。埋土は黄褐色極細粒砂である。
14B 区 078SK：平坦部東側の丘陵裾部にある落ち込
み状土坑で、074SD・086SK・088SK より古い。南北
3.0m、東西 1.30m 程の東側に深くなるもので、埋土
は灰黄褐色粘土質シルトである。
14B 区 084SK：平坦部北側で、調査区の北側外に広
がる落ち込み状土坑で、耕作と関連するものと思われ
た。074SD・075SD・081SD・090SD より古く、東西
7.0m、南北 1.6m で北側がややくぼむ。埋土は灰黄褐
色粘土質シルトである。
14B区 085SX：平坦部の北西側で 081SD より西側を
埋め立てた遺構である。井戸の 177SE との断面では、
158SD の下層で 177SE を覆う部分である。埋土は均
一ではないが、上部に明黄褐色、暗灰黄色、黄灰色、
褐灰色、灰色の粘土質シルトが主体の斑土で下部に黒
褐色シルトやにぶい黄色シルトの地層がみられた。出
土遺物は古式土師器、南部系陶器、常滑産甕があるが、
江戸時代の井戸と考えられる 177SE を埋めるものなの
で、江戸時代後期以後の遺構と思われる。

第４節　14C 区の遺構

　14C 区では、平安時代末〜鎌倉時代と考えられる柱
穴列 3 条、溝 1 条、土坑 30 基以上、江戸時代の自然
流路 1 条、近代以後の整地層 1 基などがある（図 39
〜図 46、写真図版 7）。土坑については、出土遺物の
判明する主要なものを取り上げて報告する。
平安時代末～鎌倉時代の遺構
14C 区 SA14：14C 区西側の 001SX の下に確認でき
た土坑で、003SK・007SK・117SK より新しいものを
一つの柱穴列として、北から 002SK、004SK、005SK
を抽出した。規模は 002SK が長径 0.46m、短径 0.25m、
深さ 0.22m、004SK が長径 0.35m、短径 0.31m、深
さ 0.19m、005SK が長径 0.30m、短径 0.21m、深さ
0.17m をはかる。3 基の土坑は 1.0m 〜 1.2m の間隔
で並び、丘陵側にある 002SK は掘削面が高く、それに
合わせて底面の標高も少し高く、谷側になる 004SK と
005SK に少しずつ低くなる。埋土は、002SK がにぶい
黄橙色粘土質シルトとにぶい黄褐色粘土質シルトの斑
土、004SK が炭化物を含む黄褐色粘土質シルトとにぶ
い橙色極細粒砂の斑土、005SK が灰褐色粘土質シルト
で、柱痕跡は確認できなかった。出土遺物はない。
14C 区 SA15：14C 区 西 側 の 001SX の 下 に 確 認 で
きた柱穴列で、SA14 と SA16 と重複する。西より
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0.39m をはかる。埋土は上層が明黄褐色粘土、下層が
灰黄色粘土質シルトと浅黄色粘土の斑土で、出土遺物
はなかった。

第５節　14D 区の遺構

　14D 区では、古墳時代前期の掘立柱建物 1 棟、平安
時代末〜鎌倉時代と考えられる自然流路 2 条、土坑 1
基などがある（図 40・図 45 〜図 49、写真図版 8）。
古墳時代前期の遺構
14D区 SB09：14D 区中央部にある桁行 2 間、梁行 1
間の東西棟の側柱建物跡で、規模は、桁行 4.2m、梁行
3.8m の小型の建物である。北側柱穴は西から 052SK、
051SK、026SK、南側柱穴は西から 046SK、045SK、
044SK で、南側柱穴は調査区南壁にかかって検出さ
れたものである。柱穴は長径 0.18m 〜 0.26m の平面
円形から楕円形で、深さは遺構検出面より 0.17m 〜
0.60m 程で、北側柱穴の 026SK と 051SK には柱材が
遺存しており、052SK には柱材の痕跡を確認できた。
柱穴の埋土は灰色粘土質シルトのもの（026SK）、炭化
物を含む灰色極細粒砂と灰色粘土質シルトの斑土のも
の（051SK）、灰オリーブ色粘土質シルトに褐灰色極
細粒砂と灰色粘土質シルトの斑土の柱痕跡があるもの

（052SK）、黒褐色粘土質シルトとにぶい黄色細粒砂混
じり粘土の斑土のもの（044SK 〜 046SK）があった。
出土遺物は 026SK より土師質の土器片が出土している
が、026SK の出土木材の AMS 放射性炭素年代測定の
結果は 137 〜 259calAD であったことから、SB09 は
古墳時代前期の松河戸 2 式の古式土師器に伴うものと
考えられる。また、SB09 の北に古式土師器片が出土す
る 028SK と 031SK がある。028SK は平面不整楕円形
で、長径 0.66m、短径 0.44m、深さ 0.12m のもので、
埋土は灰色粘土である。031SK は平面円形で、長径
0.30m、短径 0.24m、深さ 0.06m のもので、埋土は
灰白色粗粒砂である。この 2 基の土坑は、平安時代末
から江戸時代後期以後の遺構の可能性もあるが、SB09
に伴う可能性もある。
平安時代末～鎌倉時代の遺構
14D 区 024SK：14D 区中央部に検出できた平面不整
楕円形の土坑で、長径 0.72m、短径 0.45m、深さ 0.13m
をはかる。埋土は上層が灰色粘土質シルト、下層が灰
色粘土であった、柱痕跡などは確認できなかった。南
部系陶器の小碗（E325）が出土したが、より上層の江
戸時代以後の遺構の可能性がある。
14D区 047NR：14D 区東側にて検出した自然流路で、
江戸時代後期以後の旧水田耕作土と思われる地層を検
出 1 にて掘削した下にある。流路は北から南東に下が
る傾斜をしており、南壁の断面によると、検出した東

066SK が平面楕円形で、どちらも断面丸底のものであ
る。規模は 065SK が長径 0.67m、短径 0.51m、深さ
0.11m、066SK が長径 1.90m、短径 0.95m、深さ 0.27m
で、埋土は 065SK が褐灰色シルト、066SK が灰黄褐
色極細粒砂であった。この土坑の下には黄褐色粘土、
明黄褐色粘土と黒褐色粘土質シルト、灰白色粘土の斑
土の落ち込みがみられ（図 41）、この落ち込み部分は
南にある 070SX の下層にあたる可能性がある。066SK
より南部系陶器と北部系陶器、常滑産甕が出土してお
り、14C 区西側の遺構群より新しい時期のものと考え
られる。
14C 区 070SX：14C 区南東側で、001SX の下にて確
認された自然流路の可能性のある遺構で、埋土は一律
ではないが、上層が黄灰色粘土質シルト、下層が暗灰
黄色粘土質シルトや灰黄褐色粘土質シルトであった。
出土遺物に南部系陶器と北部系陶器、常滑産甕が出土
しており、14C 区西側の遺構や 091NR の上面にて検
出された遺構より新しい時期のものと考えられる。
14C区 072SK：14C 区中央部で 001SX の下にて検出
できた不定形な遺構で、東西 3.8m、南北 1.6m の範囲
が検出できており、南側は 070SX の下に重複していた
ので、070SX の下層にあたる可能性が高い。埋土はに
ぶい黄色粘土であり、14C 区北壁にみられる灰オリー
ブ色粘土と対応する地層の可能性がある。灰釉陶器片
2 点と常滑産甕片 1 点が出土している。
14C 区 074SK：14C 区東側で、001SX の下にて検出
できた平面円形、断面丸底の土坑で、長径 1.34m、短
径 1.27m、深さ 0.27m をはかる。埋土は暗褐色粘土で、
常滑産甕片 1 点が出土している。周辺にある 073SK や
075SK、076SK は埋土は異なるが、072SK を含めて
070SX から続く落ち込み状の土坑と考えられる。
近代以後の遺構
14C 区 001SX：14C 区北西側の旧水田耕作土下にて
確認できた整地層と思われる遺構で、出土遺物には須
恵器の甕（E291）、灰釉陶器の碗（E281）、南部系陶
器の碗（E282）、小皿（E283・E284）、三筋壺（E285）、
片口・片口鉢（E286 〜 E290）、碗の重ね焼き失敗品

（E292）、常滑産甕（E293・E294）などがある。丘陵
側の東西 38.5m 以上にわたって広がり、遺構の下面は
中世以前の遺構や地山の削平を伴う可能性がある。埋
土全てが一律ではないが、上層が明黄褐色極細粒砂、
中層がにぶい黄褐色シルト、下層がにぶい黄色シルト
と赤みのある地層から地山に近い黄色みのある地層に
変化していた。中世の遺物を多く含み、現代の地形と
直接関わるものであることから、江戸時代後期〜近代
以後の遺構と考えられる。
14C 区 050SK：14C 区中央部の北壁にかかる位置で
検出できた楕円形の土坑で、長径 1.70m 以上、深さ
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西 10.5m の範囲より西に広がる。埋土は上層が灰色粘
土質シルトや黄灰色粘土質シルトで、下層がオリーブ
灰色極細粒砂であった。出土遺物の大部分は古式土師
器（E326・E327）であるが、少数の灰釉陶器片や南
部系陶器の小皿（E328）が出土したことから、平安時
代末〜鎌倉時代初頭頃には埋没している可能性が高い。
14D 区 048NR：14D 区西側にて検出した自然流路
で、江戸時代後期以後の旧水田耕作土（検出 1）の下
で 047NR より古く、東西 18.0m を確認できた。流路
は北から南西方向に落ち込んでおり、埋土は東から西
に堆積していた。上層は褐灰色粘土質シルトや黒褐色
粘土質シルトで、下層は灰色極細粒砂や褐灰色細粒砂
混じり粘土質シルト、緑灰色シルト混じり細粒砂であっ
た。流路を覆う地層では灰釉陶器や南部系陶器が出土
したが、この流路からは古式土師器のみが出土した。

江戸時代の遺構
047NR 上面にて検出された土坑：001SK 〜 009SK・
011SK・012SK・014SD・015SK・016SK がある。こ
れらの土坑からは古式土師器や須恵器が出土するもの

（005SK・007SK・016SK）と、南部系陶器が出土す
る も の（003SK・004SK・011SK・014SD） が あ る。
また 14D 区南東隅の 047NR の上から掘り込みのある
011SK・016SK では、スギの木材が出土した。この
木材の AMS 放射性炭素年代測定の結果では、766 〜
885calAD の結果が得られた。
14D 区 027SK：14D 区中央部南壁にかかる位置で検
出できた浅い土坑で、平面隅丸長方形のものである。
長径 2.08m 以上、短径 1.82m、深さ 0.08 で、埋土は
灰色極細粒砂で、上層からの影響を受けたと思われる
鉄分がみられた。古式土師器片とともに南部系陶器片
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が出土しており、中世から江戸時代後期以後の遺構と
考えられる。また土坑内に灰色粘土質シルトの埋土で
ある 038SK と灰色極細粒砂の埋土である 039SK を検
出した。038SKは長径0.23m、短径0.22m、深さ0.27m、
039SK が長径 0.31m、短径 0.25m、深さ 0.13m をは
かり、比較的深いことから、古い時期の土坑になる可
能性もある。
14D 区 034SK：14D 区中央部南壁にかかる位置で検
出できた浅い溝状の土坑で、平面長楕円形のものであ
る。長径 3.52m 以上、短径 1.18m、深さ 0.05m で、
埋土は灰色細粒砂混じり粘土質シルトで、上層からの
影響を受けたと思われる鉄分がみられた。南部系陶器
片が出土しており、中世から江戸時代後期以後の遺構
と考えられる。
14D 区 035SK：14D 区中央部にて検出できた平面楕
円形の土坑で、長径 0.71m 以上、短径 0.59m、深さ
0.11m で、埋土は灰色粘土質シルトである。古式土師
器片と南部系陶器片が出土しており、中世から江戸時
代後期以後の遺構と考えられる。
14D 区 043SK：14D 区中央部にて検出できた平面円

形の小土坑で、長径 0.27m 以上、短径 0.23m、深さ
0.05m で、埋土は灰色粘土質シルトである。南部系陶
器片が出土しており、中世から江戸時代後期以後の遺
構と考えられる。
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第１節　遺物整理の方法と分類

　今回の発掘調査では、コンテナに 29 箱の出土遺物
があり、平安時代末から鎌倉時代にかけてのものを中
心に弥生時代から近代にかけてのものがある。出土遺
物は、土器・陶磁器、石製品、鉄製品、木製品があり、
これらの分類の後、不完全ではあるが発掘調査でみつ
かった遺構の時期や性格を考えるために、土器・陶磁
器では、弥生土器、古式土師器（古墳時代前期のもの）、
須恵器（古墳時代中期〜平安時代の陶器）、古代土師器

（古墳時代中期〜平安時代のもの）、灰釉陶器（灰釉が
施された陶器）、南部系陶器（瀬戸地域、猿投地域、知
多地域、渥美地域などで焼成された焼き締め陶器）、北
部系陶器（美濃地域で焼成された焼き締め陶器）、中世
土師器皿類、中世土師器鍋類、古瀬戸陶器（鎌倉時代
〜室町時代に瀬戸地域で焼成された施釉陶器）、大窯陶
器（戦国時代に瀬戸地域で焼成された施釉陶器）、常滑
産甕（知多地域で焼成された甕で、報告書の記述の中
では南部系陶器に含んでいる）、青磁、白磁、近世陶磁器、
近代・現代陶磁器、いぶし瓦に分類し、それらの出土
破片点数を各遺構・出土層位毎にカウントした（添付
CDに掲載してある表「権六遺跡遺物出土状況」を参照）。
　その結果、時期の判明するものは、弥生土器 2 点、
古式土師器 1,204 点、須恵器 282 点、古代土師器 33
点、製塩土器 2 点、灰釉陶器 107 点、南部系陶器 3,572
点、北部系陶器 5 点、青磁 19 点、白磁 2 点、中世土
師器皿類 110 点、中世土師器鍋類 512 点、古瀬戸陶器
4 点、大窯陶器 8 点、常滑産甕 887 点、近世陶磁器 68 点、
いぶし瓦 10 点などが確認できた。出土遺物の構成で
は平安時代末〜鎌倉時代の南部系陶器が全体の 52.3％
と半分を占め、常滑産甕 13.0％、中世土師器鍋類 7.5％、
中世土師器皿類 1.6％と併せて、その時代が当遺跡の
中心であることを示す。灰釉陶器 1.5％もこの中心の
時期と関連する可能性が高い。また古墳時代前期後半
の古式土師器が 16.7％、古墳時代後期〜白鳳時代の須
恵器が 4.1％と比較的多数出土している。これらのほ
とんどは流路や整地層の遺構・地点などから出土して
いるが、明確な遺構が少なく、古墳時代の遺構が調査
地を含めた丘陵側に存在したことを反映している。
　次節以後に遺構・出土地点毎に出土遺物の記載をす
るが、法量と残存率、色調、胎土の状況、個別の型式
などは、添付 CD に掲載してある表「権六遺跡登録遺
物一覧」を参照して下さい。
尚、本報告の出土遺物について、古墳時代〜平安時代

の須恵器と灰釉陶器、土師器については、城ケ谷和広
2010「第 3 節 編年及び編年表 土師器・須恵器・施釉
陶器（緑釉・灰釉）」『愛知県史』資料編 4 考古 4 飛鳥
〜平安、第 1 章 総論、愛知県を、平安時代末〜戦国時
代の南部系陶器については、主に中野晴久 2012「第 3
節 常滑窯」『愛知県史』別編 窯業 3 中世・近世・常滑
系、第 1 章 総論、愛知県を、中世以後の施釉陶器につ
いては、藤澤良祐 2007「第 1 章 総論」『愛知県史』別
編 窯業 2 中世・近世・瀬戸系、愛知県を参考にした。

第２節　14A 区出土の土器・陶磁器
（図 50 〜図 53、写真図版 9・10・15）

14A 区 005NR（E001 ～ E019）：E001 は古式土師
器の台付甕の脚部、E002 は須恵器の杯身で、口縁部
がやや内傾する東山 44 号窯式のものである。E003 は
渥美 1a 〜 1b 型式の口縁部が斜め外に立ち上がる鉢
で、ロクロナデ調整後底部にヘラケズリ調整がみられ
る。E004 は須恵器の甕で、頸部に櫛描き波状文が入
る。E007 は内・外面に灰釉陶器の碗で、体部下半がや
や丸みを帯びて立ち上がるもので、内・外面に灰釉が
施された黒笹 90 号窯式のものである。E005・E006・
E008 〜 E010・E012 〜 E015 は南部系陶器で、常滑
2 型式〜常滑 5 型式のもの、E005・E006・E008 〜
E010・E012・E013 は碗で、E005 の外面底部に「十」
の字状の線刻がみられ、E006 の外面底部には「上」
の墨書がある。E013 の内面には炭が付着している。
E014 は小皿、E015 は片口鉢の底部である。E011 は
瀬戸 8 型式の高台の付かない碗である。E016 は伊勢
型鍋の頸部から体部上半の部分である。E017 は青磁の
碗の口縁部片、E018 は灰釉縁釉小皿で、古瀬戸期〜大
窯期のもの、E019 は常滑産甕の底部で、江戸時代に下
る可能性がある。
14A 区 007SX（E021 ～ E040）：E021 は古式土師
器の壺の底部、E022 〜 E035 は南部系陶器で、大凡
常滑 3 型式〜常滑 6a 型式に分類されるものである。
E022 は口縁部径 34cm で、外面をロクロナデで調整
する片口鉢Ⅱ類とされるもの。E024 〜 E028 は内・
外面をロクロナデ調整で付け高台の碗で、E023 は焼
成前に底部に穿孔があり、円形刺突文が内面底部にみ
られる。E029 は瀬戸 7 型式の高台の剥離した碗であ
る。E030 〜 E033 は高台の付かない小皿で、E032 は
径 2.1cm 〜 2.5cm の陶丸、E035 は壺の体部片である。
E036 〜 E038 は青磁の碗で、E037 の内面には稜花紋
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図 50　14A区出土土器・陶磁器 1（１：４）
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図 51　14A区出土土器・陶磁器 2（１：４）
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がみられる。E039 は土錘で、長さ 5.55cm、外径 2.25cm
〜 2.8cm、孔径 0.8cm をはかる。E040 は平瓦の一部で、
凹面に布目痕、凸面に糸切り痕がみられる。
14A 区 008SD（E041）：南部系陶器の碗で、常滑 3
型式のものである。
14A 区 009ST（E042・E043）：南部系陶器の碗で、
E042 が常滑 3 型式、E043 が常滑 5 型式のものである。
14A 区 015SK（E044 ～ E048）：E044・E045 は 南
部系陶器の碗で、E044 が常滑 3 型式、E045 が常滑 5
型式のものである。E046 は口縁端部を内面に折り曲
げて肥厚する伊勢型鍋で、口縁部径 25.6cm。E047・
E048 は平瓦で、E047 は凸面に、E048 は凹面に糸切
り痕がみられ、反対の面はナデ調整か明確な痕跡がみ
られない。015SK からは、常滑 9 型式の常滑産甕の破
片も出土しているが、上部を 036SD が重複して掘削し
ており、混入している可能性が高いと考え、12 世紀末
〜 13 世紀前半の遺構と考えられる。
14A 区 018SK（E049）：常滑産甕の頸部片で、常滑
11 型式〜 12 型式のものと思われる。
14A 区 021SK（E050）：南部系陶器の碗で、常滑 5
型式のものである。
14A 区 022SK（E051）：鞴の羽口の先端部で、外面
に流動滓や白色石材が付着している。
14A区 033SK（E052 ～ E054）：全て南部系陶器で、
E052 は常滑 6a 型式の碗の底部、E053 は常滑 4 型式
の小皿、E054 は常滑 5 型式の片口鉢Ⅰ類で、口縁部
径 24.0cm をはかる。
14A 区 035SD（E055 ～ E058）：E055 は 須 恵 器
の杯身で、口縁部がやや内傾し、口縁端部内面に面
をもつもので、6 世紀後半のものと思われる。E056
〜 E058 は南部系陶器で、E056 は常滑 3 型式の碗、
E057 は常滑 4 型式の甕の口縁部で口縁端部が外面に
面をもって小さい受け口になるもの、E058 は甕の底部
で、13 世紀〜 14 世紀のものと思われる。
14A 区 036SD（E059・E060）：E059 は 常 滑 6a 型
式の南部系陶器の碗の底部、E060 は大窯 2 窯式期の
鉄釉稜皿で、口縁部径 10.0cm をはかる。
14A 区 043SD（E061 ～ E064）：E061 〜 E063 は
南部系陶器で、E061 は高台が小さくつぶれているが、
口縁部径 15.7cm の器高 7.0cm をはかり、常滑 5 型
式のもの、E062 は常滑 3 型式の小皿の底部、E063 は
常滑 2 型式の碗の底部である。E064 は丸瓦の先端部、
自然釉が付着する。
14A 区 044SK（E065）：南部系陶器の小皿で、常滑
3 型式のもの、内縁部径 7.8cm、底部径 4.5cm、器高
2.4cm である。
14A区 047SK（E066）：須恵器の高杯の身の口縁部で、
体部と口縁部の境に沈線が１条めぐる。7 世紀前半頃

のものか。
14A 区 048SK（E067 ～ E075）：E067 〜 E073・
E075 は南部系陶器で、12 世紀から 13 世紀のものが
みられる。E067 〜 E072 は碗で、E068 は高台のない
瀬戸 8 型式のもの、その他は常滑 3 型式〜 4 型式の
ものである。E073 は常滑 3 型式の小皿で、口縁部径
8.4cm、底部径 4.8cm、器高 2.0cm である。E075 は
甕の体部下半部である。E074 は伊勢型鍋の口縁部で、
口縁部径 21.4cm、外面に煤が付着する。
14A 区 049SD（E076）：製塩土器の脚部で、棒状の
ものである。
14A 区 050SK（E077・E078）：E077 は 櫛 条 痕 調
整の深鉢の口縁部片で、口縁端部に刻みがみられる、
E078 はやや膨らみある脚部が付く瓢形壺、体部下半に
横方向のケズリ痕、他はタテミガキ調整される。古墳
時代前期前半のものである。
14A 区 051SD（E079 ～ E088）：E079 〜 E087 は
南部系陶器の碗で、常滑 3 型式〜 5 型式のものがみら
れる。この溝から伊勢型鍋の破片が少数と軟質の常滑
産甕の体部片が数点出土した。12 世紀後半〜 13 世紀
前半の時期のものと思われる。E088 は弧状に曲がる棒
状の土製品である。用途は不明である。
14A 区 053SK（E089）：内耳鍋で、丸みをもった体
部から内湾して口縁部にいたる。口縁端部は内傾して
面をもつ。口縁部径 27.0cm である。
14A 区 055SK（E090）：南部系陶器の碗で常滑 3 型
式のもの、高台が断面三角形のもので、底部からやや
丸みをもって体部が立ち上がる。
14A 区 056SK（E091）：南部系陶器の鳶口壺で、鳶
口となる口縁部を欠く。常滑 6a 型式のもので、体部上
半から自然釉が多く付着し、粘土塊が片部に付着する。
頸部径 5.3cm、体部径 13.8cm、底部径 10.6cm である。
14A 区 069SD（E092 ～ E102）：E092 〜 E099 は
南部系陶器で、常滑 2 型式〜 6a 型式のものがみられ
る。E092 〜 E096 は碗で、比較的しっかりした高台が
付くが、E092・E094・E096 は比較的整った断面三角
形のもの、E093・E095 はやや高台がつぶれて変形し
た形態である。E097 は常滑 4 型式の小皿で、やや底
部が下に突出する形状で、器高が 1.9cm とやや低い。
E098 は口縁部径 29.6cm の片口鉢Ⅰ類、E099 は広口
壺の底部である。E100 は伊勢型鍋の口縁部片、E101
は丸瓦で凹面に布目痕、凸面に糸切り痕がみられる、
E102 は平瓦で凹面に布目痕がわずかに残る。
14B 区 071SK（E103・E104）：E103 は南部系陶器
の甕で、やや内傾気味に立ち上がる頸部から口縁部が
外反しておわるもので、口縁端部は端部を上方に摘ま
み上げて受け口状になる。常滑 4 型式の中でも古い特
徴を持つ。E104 は常滑 5 型式の碗の底部である。
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図 52　14A区出土土器・陶磁器 3（１：４）
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図 53　14A区出土土器・陶磁器 4（１：４）
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14A 区 072SK（E105）：南部系陶器の碗の底部で、
高台がわずかに付く、常滑 6a 型式である。
14A区 101SK（E106）：南部系陶器の碗の口縁部で、
口縁部径 15.9cm をはかる。常滑 4 型式である。
14A 区検出 1（E107 ～ E115）：E107 〜 E113 は南
部系陶器で、常滑 2 型式〜常滑 5 型式のものである。
E107 〜 E111 は碗で E107 が口縁部、E108 〜 E111
が底部である。E112 は底部から口縁部が大きくひらい
ておわる小皿で、口縁部径 8.4cm、底部径 3.8cm、器
高 2.2cm である。E113 は灰釉陶器の可能性もある皿
で、口縁部端部が外折しておわる。E114 は中世の土師
器皿で、底部径 8.8cm をはかる。E115 は青磁の碗の
口縁部である。
14A区検出 2（E116・E117）：E116 は須恵器の壺と
思われる底部、E117 は南部系陶器の片口鉢Ⅰ類の口縁
部である。
14A区トレンチ 6（E118・E119）：E118 は灰釉陶器
の碗の底部で、「ハ」の字にひらく断面三角形の高台が
付く。E119 は青磁の碗で、やや細い断面三角形の高台
が付く。外面に青磁釉がみられる。
14A区南壁面精査（E120）：須恵器の口縁部が大きく
ひらく甕の頸部片で、櫛描波状文が 3 帯みられる。6
世紀〜 7 世紀のものである。

第３節　14B 区出土の土器・陶磁器
（図 54 〜図 60、写真図版 10 〜 13・15）

14B区 074SD（E121）：江戸時代後期以後の磁器で、
外面に白色釉がかかる仏飯具か。
14B 区 081SD（E122）：古墳時代前期後半の古式土
師器の高杯の脚部である。杯部の底を充填している。
14B 区 092SK（E123 ～ E125）：須恵器の杯身の底
部で、外面に線刻がみられる。E124・E125 は南部系
陶器で常滑 3 型式のものである。E124 は碗の底部で、
底部がやや厚いものである。E125 は口縁部が外斜め上
方にほぼまっすぐにのびておわる片口鉢Ⅱ類である。
14B 区 098SK（E126・E127）： 南 部 系 陶 器 で、
E126 が常滑 6a 型式の碗の口縁部、E127 が常滑 4 型
式の小皿である。
14B 区 099SK（E128 ～ E132）：E128・E129 は
折戸 53 号窯式と思われる灰釉陶器で、E128 は碗、
E129 は高い高台が付く深碗の形態のものと思われる。
E130 〜 E132 は南部系陶器の碗で、E130 が口縁部径
14.0cm とやや小型の常滑 6a 型式のもの、E131 が底
部径 7.4cm をはかる常滑 3 型式のもの、E132 が底部
径 6.6cm の常滑 5 型式のものである。
14B 区 103SK（E133）：南部系陶器の碗で、口縁部
径 16.6cm、常滑 6a 型式のものと思われる。

14B 区 109SK（E134）：南部系陶器の碗で、外面口
縁部と内面に灰釉がみられる。常滑 4 型式のもので、
口縁部径 14.6cm、底部径 6.4cm、器高 5.2cm をはかる。
14B 区 119SK（E135）：大型の丸瓦で、凹面に布目
やハケ状の調整痕がみられ、外面には自然釉が付着す
る。
14B 区 120SK（E136）：須恵器の杯身で、口縁部径
12.6cm をはかる、6 世紀後半のものと思われる。
14B区 135SK（E137・E138）：南部系陶器のもので、
E137 が常滑 5 型式の碗の底部、E138 が常滑 6a 型式
の小皿である。
14B区 138SK（E139・E140）：南部系陶器のもので、
E139 が常滑 5 型式の小皿の底部、E140 が常滑 3 型式
の片口鉢Ⅱ類である。E140 の内面には自然釉がみられ
る。
14B 区 143SK（E141・E142）：南部系陶器の常滑 2
型式のもので、E141 が口縁部径 17.2cm をはかる碗、
E142 が底部径 6.0cm の碗の底部である。
14B 区 145SK（E143）：南部系陶器の広口壺の口縁
部と思われるもので、常滑 1a 型式〜 1b 型式のものと
思われる。口縁部径 18.8cm である。
14B 区 153SK（E144）：南部系陶器の碗の底部で、
常滑 3 型式のものである。
14B 区 156SK（E145）：南部系陶器の碗の底部で、
常滑 2 型式のものである。
14B 区 177SE（E146 ～ E152）：出土遺物は常滑 4
型式〜 6a 型式の南部系陶器がみられたが、遺構の掘
り込み面は江戸時代以後の層位からの掘り込みのもの
で、江戸時代に使用された後に廃棄されたものである
可能性がある。E146・E149・E151 は完形の小皿で、
E146・E151 の外面底部には「一」の墨書が、E149
の外面底部にも点状の墨書がみられる。E147 の碗も完
形のものであった。E152 は片口をもち、体部下半を
ヨコケズリ調整する片口鉢Ⅱ類のものである。E148 は
碗の底部、E150 は小皿の口縁部である。
14B 区 182SK（E153）：南部系陶器の碗で、内面に
自然釉がみられる、常滑 5 型式のものである。
14B区 228SK（E154・E155）：南部系陶器のもので、
E154 は常滑 2 型式の碗の底部、E155 は甕の底部で、
13 世紀のものか。
14B 区 238SK（E156・E157）：E156 は南部系陶器
の碗で、高台は剥離しているが、常滑 4 型式のもので
ある。E157 は伊勢型鍋の口縁部である。
14B 区 239SK（E158）：須恵器の杯身で、口縁端部
と底部が不明であるが、東山 44 号様式のものである。
14B 区 241SK（E159・E160）:南部系陶器の碗で、
常滑 5 型式のものである。どちらも体部下半にやや丸
みをもって口縁部がひらく。
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図 54　14B区出土土器・陶磁器 1（１：４）

第３章　出　土　遺　物
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図 55　14B区出土土器・陶磁器 2（１：４）
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14B 区 420SK（E219・E220）：E219 は南部系陶器
の小皿で、底部から口縁部が比較的まっすぐに開くも
ので常滑 3 型式のもの、E220 は南部系陶器の壺の体
部下半で、常滑 3 〜 4 型式のものである。
14B 区 427SK（E222）：南部系陶器の壺で、体部か
ら屈曲して頸部がほぼ真上に立ち上がり、口縁部が横
外側に折り曲げておわるもので、口縁端部に強いヨコ
ナデ調整がめぐる。常滑 4 型式のものである。
14B 区 423SK（E221）：灰釉陶器の皿の底部で、東
山 72 号窯式である。
14B 区 428SK（E223・E224）：E223 は南部系陶器
の碗で常滑 5 型式のもの、E224 は南部系陶器の小碗で、
内・外面に灰釉が付着する、小さい高台が付いている、
常滑 4 型式である。
14B 区 441SK（E225・E226）：E225 は灰釉陶器の
碗の底部で、折戸 53 号窯式のものである。E226 は南
部系陶器の碗で、口縁部径が大きく口縁部が強く外反
しておわる、常滑 1b 型式のものである。
14B 区 458SK（E227）：南部系陶器の碗の底部で、
常滑 5 型式のものである。
14B 区 480SK（E228・E229）：E228 は南部系陶器
の碗の底部で、常滑 4 型式のもの、E229 は青磁の小
鉢と思われるものである。
14B 区 487SK（E230・E231）：E230 は南部系陶器
の碗の底部で、高台が比較的整った断面三角形の高台
が付く、常滑 2 型式のものである。E231 は南部系陶
器の小皿で、常滑 4 型式のものである。
14B 区 495SD（E232）：南部系陶器の碗で、常滑 5
型式のものである。
14B 区 531SK（E233）：南部系陶器の小皿で、器高
が低い形態のものである。常滑 5 型式のものである。
14B 区 538SK（E234）：南部系陶器の碗で、色調が
やや明るい灰白色のもので、瀬戸 7 型式のものである。
14B 区 547SK（E235・E236）：E235 は南部系陶器
の碗で常滑 3 型式のもの、E236 は南部系陶器の小皿
で常滑 5 型式のものである。
14B区 550SK（E237・E238）：南部系陶器の碗で常
滑 4 型式のものである、E237 は口縁部内・外面に灰
釉が付着する、E238 は外面に煤が付着している。
14B 区 557SK（E239）：灰釉陶器の碗で、内面に灰
釉がみられる。
14B区 562SK（E240）：古式土師器の高杯の脚部で、
松河戸式のものである。
14B 区 568SK（E241）：比較的大きい丸瓦で、凹面
に粘土板の糸切り痕がみられるもの、凸面はナデ調整
か調整痕は不明瞭である。
14B 区検出 1（E242 ～ E245）：E242 は内・外面白
色釉の近世磁器の紅皿で、外面にタテ方向の筋目がみ

られる。E243 は凸面に粘土板の糸切り痕がみられる
丸瓦片で、凹面はナデ調整か、調整痕は不明瞭である。
E244 は丸瓦片と思われるもので凸面・凹面とも調整痕
は不明瞭、E245 は平瓦で、凸面・凹面ともナデ調整か、
調整痕は不明瞭である。
14B 区検出 2（E246 ～ E270）：E246 〜 E249 は古
式土師器で、E246 は有段口縁の壺、E247 は瓠形の
壺と思われるもので底部が突出する、E248 は口縁部
が強く外反しておわる甕、E249 は台付甕の脚部であ
る。E250 は須恵器の甑の口縁部片、E251・E252 は
灰釉陶器で E251 は東山 72 号窯式の碗、E252 は黒笹
90 号窯式の皿である。E253 〜 E263・E269・E270
は南部系陶器である。E253 〜 E258 は碗で、E258 は
常滑 2 型式、E254 は常滑 3 型式、E257 は常滑 4 型
式、E253・E255・E256 は常滑 5 型式のものである。
E255・E256 は外面底部に墨書がみられ、E255 は外
面に煤が付着する。E259・E260 は小皿で E259 が常
滑 3 型式、E260 が常滑 4 型式のものである。E261 は
常滑 6a 型式の口縁部が内湾する片口碗、E262・E263
は常滑 3 型式の片口鉢Ⅱ類、E269・E270 は甕の体部
片で印刻紋がみられる。E264 は口縁端部を折り曲げて
おわる伊勢型鍋である。E265 は内面に線刻紋がみられ
る青磁の碗である。E266 〜 E268 は丸瓦片で、E266
の凹面には布目痕がみられる、E267 は調整痕が不明瞭
であるが、凹面に自然釉が付着している。E268 も凸面・
凹面ともにナデ調整か、調整痕が不明瞭な丸瓦片であ
る。
14B区壁面精査（南）（E271～ E273）：E271 は灰釉
陶器の碗の底部で東山 72 号窯式のもの、E272 は青磁
の碗の体部片、E273 は南部系陶器の端面が研磨された
砥土器である。
14B 区北壁断面（E274）：南部系陶器の広口壺の底部
から体部下半部で、内・外面とも横方向のナデ調整痕
がみられる。
14B区トレンチ 6（E275・E276）：E275 は南部系陶
器の碗の口縁部で常滑 3 型式のもの、E276 は南部系
陶器の小皿で常滑 5 型式の器高が低いものである。
14B 区トレンチ（北東）（E277）：南部系陶器の広口
壺で、内傾する頸部から口縁部が短く外反して、口縁
端部をつまみ上げる形のヨコナデがめぐるものである。
常滑 4 型式のものである。
14B 区機械掘削（E278 ～ E280）：E278 は外面に自
然釉がみられる須恵器の杯蓋、E279 は南部系陶器の盤
で常滑 5 型式〜 6a 型式のもの、E280 は平瓦で凸面・
凹面ともナデ調整か。

第４節　14C 区出土の土器・陶磁器
　（図 60 〜図 62、写真図版 13 〜 15）
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図 60　14B区出土土器・陶磁器 7、14C区出土土器・陶磁器 1（１：４）
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写真図版 8

14D 区  掘立柱建物 SB09（北より） 14D 区  南壁 044SK 〜 046SK 検出状況（北西より）

14D 区  051SK（南より）14D 区  026SK（西より）

14D 区  全景（上空より） 14D 区  047NR（北西より）

14D 区  048NR（北東より）14D 区  047NR 出土木材（北西より）











写真図版 13
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